
化学物質のリスク管理 

 

独立行政法人 製品評価技術基盤機構（NITE） 

化学物質管理センター  

 

1 



化学物質審査規制法 

（化審法）関連業務 

化学物質のリスク評価・ 
管理業務 

化学物質総合管理情報の 

整備・提供業務 

行 政 
法令整備・施行 

化学物質管理 

国 民 
化学物質に関する 

正しい理解 

事業者 
法令遵守 

自主管理 

相 互 理 解 

● 化審法施行支援 

● 化審法関連情報の収集・解析 

 

● 化学物質のリスク評価等 

● リスク評価手法等の調査と手法開発 

● 化管法施行支援 

● 化管法関連情報の収集・解析 

● 化学物質の有害性等の情報の整備提供 

● 化学物質のリスク等に係る相互理解のための 

  情報の整備提供 

科学的知見に基づく 

技術、情報の集約、発信 

化学物質管理情報提供 

有害性情報 

リスク評価情報等 

法施行支援 
化学物質 

管理支援 
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化学物質総合管理におけるＮＩＴＥの役割 



1. ＰＲＴＲデータの推移 

2. 排出対策の概要と排出量の削減の傾向 

3. 化学物質のリスク評価 

4. リスク評価と化学物質の管理 

5. 自主管理の取組事例 

補足：ＰＲＴＲ届出の注意点 
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～本日の内容～ 
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排出・移動区分別の経年変化 

ＰＲＴＲデータの推移 ① 
～排出・移動区分別の経年変化～ 

どの区分が多いか？増減は？ 
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大気への排出量の物質別経年変化 

ＰＲＴＲデータの推移 ② 
～物質別大気排出量の経年変化～ 

上位物質は何か？増減は？ 

H20に大きく減少 

 従来とは異なる要因？ 

減少していないのは？ 



ＰＲＴＲデータの推移 ③ 
～業種別大気排出量の経年変化～ 

大
気
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量
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排出量削減対策の状況１ 

導
入
率
（％
） 
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排出量削減対策の状況２ 

大気排出量上位5業種における大気排出削減対策の取組状況 

（大気排出関連項目：装置設備の密閉化、排ガス処理施設、原材料・資材の変更、工程改善） 

導
入
率
（％
） 
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排出量削減対策と大気排出量の増減１ 
～化学工業～ 

注：各対策を実施しているか否かで集計しており、複数の
対策を実施している場合は、重複して集計されている。 

ほかにも要因がある？ 

①この対策ではなく別
の対策による効果？ 

②景気の低迷？･･等 

ほかにも要因がある？ 

①この対策ではなく別
の対策による効果？ 

②景気の低迷？･･等 

ほかにも要因がある？ 

①この対策ではなく別
の対策による効果 

②景気の低迷･･等 

大
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排出量削減対策と大気排出量の増減２ 
～輸送用機械器具製造業～ 

注：各対策を実施しているか否かで集計しており、複数の
対策を実施している場合は、重複して集計されている。 

ほかにも要因がある？ 

①この対策ではなく別
の対策による効果？ 

②景気の低迷？･･等 

ほかにも要因がある？ 

①この対策ではなく別
の対策による効果？ 

②景気の低迷？･･等 

ほかにも要因がある？ 

①この対策ではなく別
の対策による効果 

②景気の低迷･･等 

大
気
へ
の
排
出
量
（ト
ン
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排出量をH15から4割削減した
けれど、これで充分？？ 

ＰＲＴＲデータからリスク評価へ 

ヒトや環境への影響の
大きさはどの程度？ 

その量で影響（リスク）
があるかどうかの判断 

 

リスク評価 

大
気
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の
排
出
量
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 ① リスク評価 
 優先的にリスクを管理すべき対象（物質）を洗い出し、その化学物

質の性質や暴露の条件に基づいた評価を行う。 

 

 ② リスク管理 
 リスク評価による管理の優先度に基づき、適切な取扱い（削減や管

理）をすることが必要。 

12 

事業所におけるリスクに基づく化学物質の適切な管理 

リスク評価に基づく適正な化学物質管理 



リスク評価の基本的な考え方 

動物実験などで求められた、 

「それ以下では有害影響を
生じないとされている量」 

と、あるケースの生活等を
想定して推定された、 

「実際の摂取量」 

の大小を比べることによっ
て、リスクを評価する。 

摂取量の方が 

少ないと安全 

摂取量の方が 

多いと危険 
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有害性評価 
 ～用量・反応関係と無毒性量～ 

有害な影響を示さない 有害な影響を示す 

     ＮＯＡＥＬ(無毒性量) 
ＴＤＩ＝             
     ＵＦｓ(不確実係数積) 

動物実験等で
求められた値 

ヒトへの影響に換
算した、一生取り
続けても安全な値 
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不確実さの考慮 

例えば、ＮＯＡＥＬの算出に用いた試験データの 

 ① 試験動物とヒトとの種の差を「１０」 
 ② 個人差を「１０」  
 ③ ２８日間反復投与毒性試験と長期試験との差を「１０」 

この場合、不確実さ（ＵＦS）を １０×１０×１０＝１０００ 
をとして、この分安全側に余裕を持った評価をします。 
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暴露評価 ～化学物質の人への暴露経路～ 

触れる 

口にする 

蒸発したものを吸い込む 

等・・ 
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ＥＨＥ（推定暴露量）＝（大気＋飲料水＋食物）の暴露量合計 

暴露評価 
 ～暴露経路ごとの摂取量の算出方法～ 

暴露経路 濃度 摂取量 

大気 大気中濃度の測定値 

数理モデルによる推定値 

室内測定値 

大気吸入量：20 m3/人/日  

※呼吸からの体内吸収率について
は、原則1を用いる。 

飲料水 浄水中濃度に関する測定値
（ない場合は、地下水中、
河川水中濃度の順に代用） 

飲料水摂取量：2 L/人/日 

食物 食物中濃度に関する測定値
（ない場合は、魚体内濃度
の測定値、海域中の濃度か
らの推定値を採用する） 

食物摂取量：2,000 g/人/日 

（魚体内濃度を暴露評価に採用す
る場合は、魚類摂食量：120 g/人
/日） 

初期リスク評価指針Ver.2より引用 
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リスク評価の流れ 

リスク評価は、「暴露評価」によって推定された暴露量と、「有害性評価」に
よる無毒性量(毒性が認められない最大の量)を比較し、さらに評価の不確

実性を安全側に考慮することにより行われています。 
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リスク評価の方法 

• ＥＨＥ(ヒトへの推定暴露量)とＴＤＩ(耐容一日摂取量) 

 を比較する。 

    ＥＨＥ(ヒトへの推定暴露量) 
 ＨＱ＝ 
      ＴＤＩ(耐容一日摂取量) 
 

ＨＱ(ハザード比)≧1 の場合 

ＨＱ(ハザード比)＜1 の場合 

リスクあり 

リスクなし 

      ＮＯＡＥＬ(無毒性量) 
※ＴＤＩ＝             
      ＵＦｓ(不確実係数積) 

１より大きいか小さいかで、 

リスクの有無が明確に判断できる 
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http://www.safe.nite.go.jp/management/about/experience/index.html 

リスク評価体験ツールの利用 
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リスク評価体験ツールの利用 
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モニタリングデータや濃度
マップで調べた値を入力 

リスク評価体験ツールの利用 
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リスク評価結果 

リスク評価体験ツールの利用 
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• 国際的に調和した考え方 
• 多岐に渡る使用物質や用途に対応 
• 適正な管理の元で使用 
• 最低限の規制を補足する自主管理 
• 関係者が自らのリスクを知り、管理する必要 

リスクベースの総合管理 

～ 規制 ＋ リスクに基づく自主管理 ～ 

リ ス ク 管 理 

リスク管理の考え方 

有害性だけでなく、使用の実態や暴露の可能性等を
考慮し、化学物質を取扱う者が自ら管理を行なうこと
が望ましい。 
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１． 対象とする化学物質を選択する。 

 有害性、排出量、法制度、社会・経済状況、費用対効果等を考慮。 

２． リスク評価結果を検討する。 

 ① リスクの定量的な評価 

 ② 社内、社外の様々な要因の検討  ・・・リスクヘッジ   

３． 具体的な対策を行う。・・・自主管理の推進 

 ① リスクが懸念される。 

   ⇒ 低減策（施設改修、代替物質、社内体制等）の検討 

 ② リスクが懸念されない。 

   ⇒ 現在の低いリスクを継続するための対策 

 ③ リスクの状況を問わず。  

   ⇒ 住民への情報提供の方法の検討（リスクコミュニケーション、
CSR報告書など） 

リスク管理の考え方 
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リ ス ク 管 理 



排出抑制対策の事例 ① 

取組の目標と取組の内容 

経済産業省化学物質管理課 

 「事業者による化学物質の自主管理の取組事例集」より引用 

排出抑制の段階的な目標設定① 
化学工業（医薬品製造業）の事例 
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排出抑制対策の事例 ① 

取組内容と効果及びその因果関係 

経済産業省化学物質管理課 

 「事業者による化学物質の自主管理の取組事例集」より引用 

排出抑制の段階的な目標設定② 
化学工業（医薬品製造業）の事例 
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排出抑制対策の事例 ② 

排出抑制の段階的な目標設定① 
金属製品製造業（塗装業）の事例 

取組の目標と取組の内容 

経済産業省化学物質管理課 

 「事業者による化学物質の自主管理の取組事例集」より引用 
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排出抑制対策の事例 ② 

取組内容と効果及びその因果関係 

排出抑制の段階的な目標設定② 
金属製品製造業（塗装業）の事例 

経済産業省化学物質管理課 

 「事業者による化学物質の自主管理の取組事例集」より引用  
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 事業者による化学物質の自主管理の取組事例集 

～独自の工夫や特筆すべき取組～   （経済産業省）   
http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/pdf/torikumi.pdf 

 多様な業種で行われた化学物質管理の取組事例をとりまとめています。 
 

事業者向け 化学物質のリスク評価のためのガイドブック 
 （経済産業省） 
   http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/reports.html 
   ＜入門編＞＜実践編＞＜附属書＞で、リスク評価の基本的な考え方と 
     手順を紹介しています。 
 
化学物質のリスク評価について －よりよく理解するために－ 
     http://www.safe.nite.go.jp/shiryo/yoriyoku.html 
     化学物質のリスク評価の考え方や方法を簡単に解説しています。 
 

 リスク評価体験ツール 
  http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/taiken.html 
  簡単なリスク評価を体験できます。  

リスク評価のための参考情報 
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http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/pdf/torikumi.pdf
http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/reports.html
http://www.safe.nite.go.jp/shiryo/yoriyoku.html
http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/taiken.html


Ｐ Ｒ Ｔ Ｒ 届 出 の 注 意 点 
～23年度届出で見受けられた間違い～ 
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第一種指定化学物質 

（354物質） 

第二種指定化学物質 

（81物質） 

第一種指定化学物質 

（462物質） 

第二種指定化学物質 

（100物質） 

特定第一種指定化学物質 

（15物質） 
石綿 

エチレンオキシド 

カドミウム及びその化合物 

六価クロム化合物 

塩化ビニル 

ダイオキシン類 

ニッケル化合物 

砒素及びその無機化合物 

ベリリウム及びその化合物 

ベンジリジン＝トリクロリド 

ベンゼン 

1,3-ブタジエン 

ホルムアルデヒド 

鉛化合物 

2-ブロモプロパン 
除外（85物質） 

改正前（435物質） 現行（562物質） 

57物質 

28物質 

276物質 

16物質 

34物質 

(4物質) 

(11物質) 

特定第一種指定化学物質 

（12物質） 
石綿 

エチレンオキシド 

カドミウム及びその化合物 

六価クロム化合物 

塩化ビニル 

ダイオキシン類 

ニッケル化合物 

砒素及びその無機化合物 

ベリリウム及びその化合物 

ベンジリジン＝トリクロリド 

ベンゼン 

メトキサレン 

(1物質) 
メトキサレン 

化管法の対象物質  

追加物質 

217物質 

平成20年11月に政令が改正され、対象物質が変わっています。 

50物質 

19物質 

167物質 
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ＰＲＴＲ届出様式（本紙） 
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施行規則改正により平成２３年度の届出から様式が変更されています。 



 下水道終末処理施設の名称  
  下水道名リストから選択（数値の記載がある場合） 

 廃棄物の処理方法、廃棄物の種類 

 該当するものを選択（数値の記載がある場合） 

ＰＲＴＲ届出様式（別紙） 
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施行規則改正により平成２３年度の届出
から様式が変更され、届出の項目が追加
されています。 



  PRTR届出作成支援プログラムは、PRTR届出書を作成するためのソフト
ウェアです。本ソフトウェアで作成したファイルは全ての届出方法（書面届出、 
磁気ディスク届出、電子届出）で使用できます。 

 化管法政省令の改正を受け、リニューアルしました。 

特徴１ 基本機能 

●直感的な入力が可能 

●印刷時に文字サイズやレイアウトを

自動調整 

●プルダウン選択式による簡単入力 

●記入内容のチェック機能 

●変更届出書の容易な作成 

特徴２ 省令改正に伴う改良 

●選択方式を採用 

●二次元コード印刷機能を装備 

特徴３ 届出書作成を支援する 

     新機能 

●複数事業所の管理機能を装備 

●燃料小売業用排出量算出機能を装備 

PRTR届出作成支援プログラムのページ 

http://www.prtr.nite.go.jp/prtr/shien.html 

ＰＲＴＲ届出作成支援プログラム① 
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本紙入力フォーム 
●項目に従って必要事項を入力 
●入力漏れや、項目間で矛盾した入

力などはメッセージで注意 

印刷された書面届出書 
●文字サイズやレイアウトを自動調整 
●二次元コードの印刷 

印刷 

ＰＲＴＲ届出作成支援プログラム② 
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